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1966 年 宮崎 市 で 採集 きれ た リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ の 
採卵 ・ 飼育 記録 | 
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Rearing records of the offspring of Hypolimnas bolina 
captured in Miyazaki, Kytisht, in 1966 


HARUO FUKUDA, HIROSHI TANAKA, SHOICHI YOSHIKAWA 


196628 9 H, BUGGY 。 ウ キュ ウム ラサ キ ・ イ ッ サ キュ コノ ハ ・ ウ スコ モン アサ ギ マ ダ ラフ ・ ヤ エ ヤ マ ムラ サキ 
な ど 多 く の 迷 蝶 が 採集 され , その 飛来 要因 と し て 台風 12 号 と 15 号 が 重要 で ある と と , お よび それ ら の リュ ウキ ュ ツ ム 
ラサ キ か ら 採 卵 , 飼育 し た 結果 に つい て われ われ は すでに 1967 年 の 日 本 昆虫 学会 第 27 回 大 会 (東京 ) で 報告 し た . ま 
た , その 一 部 は 「 原 色 日 本 昆虫 生態 図鑑 」 E (保育 社 , 1972) に も 記し て ある . 

LOE, 迷 蝶 の 飛来 機構 に つい て は か な り の 知見 が 集積 され , 改め て この 時 の 記録 を 報告 する 必要 性 は うす らい で 
き て いる が , リュ ッ キ ュ ッ ムラ サキ の 飼育 結果 は 迷 蝶 問題 の みな ら ず , 生態 遺伝 学 的 に きわ め て 興味 深い ゃ の で ある 
の に , その 後 7 年 を へ た 今日 で も 似 た よう な 飼育 結果 の 報告 は きわ め て 少な い . それ で , や や 古い 記録 で は ある が , 
改め て くわ し く 報 告 し て お きた い . 

本 文 に 入る に 先立ち , 宮崎 市 に お ける 採集 , 調査 を 積極 的 に 進め られ , 多く の 資料 や 情報 を 提供 され た 中 尾 景 吉 氏 , 
清田 洋次 氏 お よび 飼育 を 分 担 され た 諸氏 に 厚く 御礼 申し も ゃ げ る . また , リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ の 地理 的 変 美 を 御 教示 
いた だ き , 台風 と の 関係 に つい て 的 確 な と ント を 与え られ た 国立 科学 博物 館 の 愚 沢 良彦 博士 , 文献 や 亜 種 の 問題 な と 
こつ いて 多く の 御 教 示 を えた 九州 大 学 の 自 水 隆博 士 , 南山 大 学 の 阿 江 茂 博士 , 本稿 を 御 校 関 い た だ いた 鹿児島 大 学名 
営 教 授 渋谷 正 健 博士 の 御 厚意 に 深く 感謝 申し あげ る . 














1. 採集 記録 と 成虫 の 特徴 


日 本 で 採集 さき れる リュ ウッ キュウ ムラ サキ の ? は 現在 の と ころ 台湾 型 ・ フ ィ リ ピン 型 ・ 赤 斑 型 ・ 大 陸 型 の 4 型 に 大 列 
され る が , これ ら の 個体 群 の 変異 性 に つい て は る を 含め て さら に 検討 の 余地 が 残さ れ て いる と 思わ れる . > 
本 報 で は と りあ え ず この 分 類 に 従っ て , 1966€ 8 月 24 日 か ら 9 月 10 日 に わた っ て 宮崎 市 住吉 海岸 や 山崎 町 な UG 
集 さ れ た 個体 を 調べ た と ころ , 赤 斑 型 を 除く 3 型 が 含ま れ て いる と 判断 され た (Table 1). これ は 一 見 不可 和解 な 現 








Table 1. 1966 年 89 月 , 宮崎 市 で 記録 され た リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ の 個体 数 

















Aug. 
_ of 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 iL leagues 
採集 個体 Specimens collected 

8 ( 型 不明 ) f. unknown | … ree eee Te sae Mh oh ees setter cst i eee la ON 

9 (台湾 型 ) Formosan f. 1 2 1 2 1 7 

Q (フィ リピ ン 型 ) Philippine f. 1 1 4 3 1 1 1 2 1 15 

9 (KEZI) Continental f. 1 1 

9 (未確認 ) f. unconfirmed 1 1 
目撃 個体 Witnessed ones a 29 Hoe: 
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象 で ある が , 台風 の 進路 を 検討 する こと に よっ て 一 応 な っ と く の い く 説明 が で きる ., 
2. 採卵 と 飼育 の 記録 


採集 さき れ た ゃ の うち 12 頭 は サッ マイ モ の 葉 を 入れ た 植木 鉢 や 飼育 箱 に 放っ て 採卵 を 試み , 台湾 型 と フィ リピ ン 型 の 
10 頭 か ら 卵 を 得 た . LAL, その うち 3 頭 の ゃ か ら の 卵 は る 化し な か っ た . 大 陸 型 1 ? か ら の 採卵 は 中 尾 景 吉 氏 ( に よ 
っ て 試み られ た が , まっ た く 産 卵 せ ず に 死亡 し た と いう 5. 














Fig. 1—3. 台湾 型 母 蝶 A (1-233, AL) と その 子孫 (3 ). Female No. A of Formosan form 
(1,2; upper left in 3) and her F」 offspring (3). 





Fig. 4—8. G@YSHIRBRB (4,5) お よび 台湾 型 の 母 蝶 C (6,7) と その 子孫 (8 ). Female No. B 
of Formosan form (4,5). Female No. C of Formosan form (6,7) and her Fi offspring (8). 
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これ ら の 飼育 は 9 月 か ら 11 月 に わた っ て 各地 で 何人 か で 手分け し て 行なわ れ て お り , 室内 や 温室 で 加 温 し た 場合 も 
含ま れる な ど , 飼育 時 の 条件 は か な り ま ち ま ち で ある . し か し , Z の 期間 に は 幼虫 が 低温 の 作用 を 直接 受け て ここ を 
死ぬ と いう こと は あま りな か っ た よう で , なむ しろ ウイ ルス に よる と 思わ れる 病気 で 死ぬ も の と , 10 月 下旬 一 11 月 の 室 
温 で は 螺 化 失敗 , 羽化 失敗 に よる 死亡 個体 が 多かっ た . な お , と くに 羽化 失敗 の も の に つい て は , その 性 や 型 は で き 
る 限り 記録 する よう に し た が , 無事 羽化 し た 個体 群 と の 間 に 特 記す べき 差異 は いな か っ た よう で ある . し か し , 近年 , 
S は 羽化 時 に 羽 が 伸び な い 個体 が 多かっ た と いう 別 の 飼育 例 ( 未 発 表 ) が ある の で , この 問題 は さ ら に 検討 を 要する . 
(1) 台湾 型 か ら の 飼育 記録 | 
BEA (Figs. 1—3) 

9 月 4 日 宮崎 市 芳 士 (田中 洋 採集 ). 9 月 5 日 サウ ッ マ イモ で 産卵 させ る (100 卵 余り ), 8 日 に ふ化 し 若 齢 期 より 
各地 で 分 担 飼育 . 枕崎 市 10 月 7 一 10 日 羽化 (3 61 9) ご 山崎 激 子 テ * 加世田 市 10 月 14 日 羽化 (1 2) < 福田 晴夫 > : 
鹿児島 市 10 月 15 一 25 日 羽化 (3 8 ) < 上 宮 健吉 > ; 同 10 月 10 一 14 日 羽化 (188172) 宮脇 憲 蔵 ・ 田 中 章 テ ) ほか に 
5649 (大 阪 市 , 若林 守男 ), 1 ? (名 古屋 市 , 高橋 昭 ). 27296249 

羽化 個体 は る ? と も に 変異 が 小さ く , 台湾 型 の 特徴 が 安定 し て あら われ て いる . 性 比 は ほぼ 1: 1. 

AEB (Figs. 4,5) | 

8 月 30 日 宮崎 市 芳 士 (吉川 正 一 採 集 ). 

これ は 産卵 ・ ふ 化し た が , 吉川 が 病気 と な っ た た め 飼 育 が で きず 記録 が と れ な か っ た . 
Etec (Figs. 6—8) 

9 月 4 日 宮崎 市 芳 士 (吉川 正 一 採 集 ). 

9 月 7 日 産卵 . 福田 が 加世田 市 で 飼育 し た も の は 10 月 3 一 5 AICHMEL, 10 月 12 一 18 日 に 4 $ が 羽化 し た . 吉川 が 
宮崎 市 で 飼育 し た も の は 10 月 に 羽化 し た 7 ? の 標本 が 残っ て いる . HL. 

この 母 蝶 は 前 現 端 が 自 化 し て お り , われ われ は “サキ シュ ロ 型 ” と 呼ん で いた が , 斜 白 帯 が 不 鮭 明 な 点 を 重く みて , 
いち お う 台湾 型 に 入れ た . と ころ が , その 子 は 9 ? が サキ シロ と な り , フィ リピ ンー 台湾 型 の 中 間 型 か ら 台 湾 型 まで 
の 変異 を あら わし て いる . 

(2) フィ リピ ビン 型 か ら の 飼育 記録 
EED (Figs. 9—11) 





























Fig. 9 一 11. 74) ey RIED (9, 10; 11 左 上 と ) その 子孫 (11) 
Female No. D of Philippine form (9, 10; upper left in 11) and her Fi offspring (11). 
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Fig. 12—14. フィ リピ ン 型 母 蝶 EE (12,13) と その 子孫 (14). 
Female No. E of Philippine form (12,13) and her F」 offspring (14). 


Fig. 15—20. 74) ey RIRMRF (15,16) と その 子孫 UD. フィ リピ ン 型 母 蝶 G (18,19) と その 子孫 
(20). 
Female No. F of Philippine form (15,16) and her F, offspring (17). 


Female No. G of 
Philippine form (18,19) and her F; offspring (20). 





9 月 4 日 宮崎 市 芳 士 (田中 洋 採集 ). 
9 月 7 一 10 日 サッ マイ モ で 産卵 させ (100 卵 以上 ), 10 一 14 月 に ぉ 化 , 鹿児島 県 で 分 担 飼育 し た . 鹿児島 市 , 10 月 2 
7 ASME >10A 14~22 BE 9 ? < 中 尾 健 一 郎 > ; 10 月 8 一 9 日 星 化 一 10 月 23 一 31 日 羽化 (5 ? ) ご 中 田 一 章 , 


10 月 16 一 19 日 羽化 (4 2) <B> ; 10 月 20 日 遇 化 っ >11 月 13 日 羽化 (1 9) ご 田中 洋 > ; 加世田 市 , 10 月 12 一 31 日 
WME 10 A268 ~1L ASAE (259) 福田 晴夫 >. この ほか 東京 で も ? が 羽化 高倉 皿 博 > 














計 44? ほか に ? 著 
FT; l 
< ORBRTRMRARICABY bbh AOT Eora, PHARRR CEND, 青色 斑 を も つ 個 体 


を へ て 大 き な 白 斑 を も つ 型 まで 連続 的 な 変異 を 示し た . 福田 の 飼育 し た 25 ? に つい て や や 強引 に 分 ま て みる と , 無 斑 
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型 (20 頭 ), 青 斑 型 (2 頭 ), 白斑 型 (3 頭 ) と な る . 

AEE (Figs. 12—14) 

8 月 27 日 宮崎 市 江田 神社 (清田 洋次 氏 採 集 )、 9 月 3 日 まで に 産卵 され た も の の 一 部 を 田中 が 受領 . 3 一 4 日 に 
ふ化 し た が , ふ化 率 が 悪く ( 約 502), また 1 齢 で 死ぬ も ぁ の が 多い . 宮崎 市 で 9 月 25 日 一 10 月 8 EMEL, 鹿児島 市 
で 10 月 2 27 日 羽化 (106, うち 1 頭 は 羽 伸 展 不 完全 で 型 不 明 ) < 田中 洋 >. 加世田 市 で は 9 月 26 日 一 10 月 2 AE 
L, 10 月 8 一 12 日 に 羽化 (8 2) 福田 晴夫 >. 77182. 

母 蝶 は 前 次 余白 帯 明 藤 , 後 超 表 に 白斑 を 欠く 型 . 羽化 個体 は すべ て で , 後 次 斑紋 は 母 典 と ほほ 同じ で あっ た が , 
前 現に つい て は , 斜 白 帯 に 強く 青色 鱗 が か か っ た 台湾 型 ま た は それ に 近い 個体 と , フィ リピ ン 型 と が ほぼ 同数 ずつ あ 
ら わ れ た . 

EEF (Figs. 15—17) 

8 月 30 日 宮崎 市 芳 士 (吉川 正 一 採 集 ). | 

9 月 3 日 まで に 産卵 され た うち の 16 卵 を 田中 が 受領 . 6 日 ふ化 (37%). 鹿児島 市 で 10 月 10 一 13 日 羽化 (5 2) 
<HR> ほか に は 白水 隆博 士 の と ころ (福岡 市 ) で も し か 羽化 し な か っ た 由 で , その うち の 1 $ が 日 浦 勇 氏 の 
「 日 本 列島 の 蝶 (1 )」 1969) に も で て いる . KEL, この 写真 説明 に は 産地 が 宮崎 市 “住吉” と し て ある . 
BEG (Figs. 18—20) 

8 月 26 日 宮崎 市 江田 神社 (吉川 正 一 採 集 ). 

9 月 3 日 まで に 産卵 され た 20 卵 を 田中 が 受領 . 5 6 日 ふ化 (45%). 9 月 26 日 一 10 月 3 日 に 星 化 し , 10 月 7 一 16 
日 羽化 (8 2). この うち 3 ? は 後 至 中 央 に 白斑 が ある ご 田中 洋 之 . ほか は 吉川 が 病気 と な り 記 録 が と れ な か っ た が 
$ は 羽化 し て いな い . 

BH. T+ J 

"er IPS TH RE RE Crp BH ERIC o CERES DC EH (8 A268) + RI (8 A288) + RI (8 月 31 日 ) は い ず 
WSEBINILLIEAD, ふ化 率 は 0 で あっ た . 

また , 吉川 が 8 月 31 日 宮崎 市 江田 神社 で 採集 し た 1 は まっ た く 産 卵 し な か っ た . 

(3) 羽化 し た 成虫 の 飼育 記録 

飛来 個体 か ら の Fo 世代 を つく る こと と , MHOMBEPHMEHNS T LEHENE, 749) Cy AED > E2 
ら の 羽化 個体 を 鹿児島 県 加世田 市 室内 で 福田 が 飼育 し た 結果 を 次 に 示す . た だ し , 前 述 の 通り CONOR DIAS 
の み し か 羽化 きず, けっ きょく 受精 卵 を 得る こと は で き な か っ た . 
































Table 2. 飼育 記録 の まとめ Rearing records 



































i IN | HERCA) Egg | Fi obtained Fi 。 の H 
Females captured | Eggs laid | hatchabilities | な o | Forms of F; females 
ef Bw A ! + 約 100% 29 24 | 台湾 型 の み kezia 
| i 
Formosan f. | B a 2 | ? 2 l 
(ssp. kezia) C | + ? 0 11 | 中 間 型 > 台湾 型 “Intermediate”- ン を ez2@ 
D | 十 | 約 100 0 44 フィ リピ ン 型 の み philippensis 
E, + 約 50 0 18 | フィ リピ ン 型 一 台湾 弄 philippensis~ 
| ezia 
フィリ ピン 型 | Fy + | 37 0 5 フィ リピ ン 型 の み 、 philippensis 
iG | + | 45 0 8 フィ リピ ン 型 の み philippensis 
Philippine f. H | a l 0 — = 
(ssp. philippensis) | l 
pT, + | 0 — = 
page; ee コ 0 ー 一 
a ce 
ae XES | 人 SE - - ーー 日 Se 





Continental f. _ 
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"ED —No. 1 個体 (10 月 26 日 羽化 ) 

10 月 30 日 まで 暗室 内 に 入れ て $ の 羽化 を 待つ . 時 々 電灯 を と も し ナシ ・ プ ドッ の 果汁 を 吸わ せる 一 10 月 31 日 より 窓 
ぎわ に 出し て 日 光 に あて る つ 11 月 5 一 11 日 , 10 卵 を サッ マイ モ に 産む っ 11 月 24 日 に る 産卵 行動 を 示す が 産ま ず ー 温 室 
こ 入 れる づつ 12 月 4 日 死ぬ . 

生存 日 数 39 日 . 卵 は まっ た く ぉ ふ化 し な か っ た . 

BEER D—No. 2 個体 (10 月 18 日 羽化 ) 

11 月 2 日 まで 暗室 で 飼い , この 日 リシャール 式 採卵 法 の 植木 鉢 へ だ す ー11 月 5 一 11 日 , 45 卵 を 産む っ 12 月 19 日 死ぬ . 

生存 日 数 62 日 . 卵 は ふ化 し な か っ た . 

FREE D—No. 3 個体 (10 月 18 日 羽化 ) 

羽化 後 ず っ と 暗室 で 飼い , 11 月 2 日 窓 ぎ わ の 飼育 箱 へ 産卵 せ ず 11 月 10 日 死ぬ . 生存 日 数 23 日 . 

FIER D—No. 4 個体 (11 月 2 日 羽化 ) 

温室 で 飼育 し た が , 産卵 せ ず . 12 月 20 日 死ぬ . 生存 日 数 49 日 . 

母 蝶 モーNo. 1 個体 (105 8 一 11 日 羽化 ) 

10 月 11 一 18 日 暗室 内 に 入れ て 8 の 羽化 を 待つ . 10 月 25 日 . 飼育 箱 に 移し サッ マイ モ に 4 卵 を う ませ る > のち 植木 鉢 
てこ入れ た が 産ま ず 11 月 1 日 死ぬ . 
生存 日 数 21-24 日 . 死体 内 に は 青色 卵 120 個 ぐ らい が あっ た . 産 付 さ れ た 卵 は ふ化 せ ず . 

BEE E—No. 2 個体 (10 月 8 一 11 日 羽化 ) 

No. 1 個体 と 同じ よう に 飼い , 10 月 25 日 リシャール 鉢 に 入れ た が 産卵 せ ず >10 月 31 日 死ぬ . 
生存 日 数 20~23 日 . 死体 内 に は 青色 卵 40 個 ぐら い が 認 め ら れ だ た. 

けっ きょく , これ ら の \ は 20 一 62 日 間 生 存 し , 羽化 後 10 一 24 日 目 に 未 受 精 卵 を 産ん だ こと に な る . し か し , ふ化 率 
は 0 2 で , 単 為 生 殖 は あり えな いよ うに 思わ れ た . な お , 11 月 の 室温 は 最低 5 で 最高 2?C で , 思っ た よ り 低温 に は 強 
い 感 じ を 受け た . 





3. 飼育 記録 の まとめ と 考察 


(1 ) 台湾 型 % か ら え られ た 次 代 は 8 : @ が 1 : 1 で , ? は 台湾 型 で ある . 

台湾 に お ける 本 種 の 飼育 例 は 知ら な い が , 日 本 で えん られ た 台湾 型 ? か ら の 採卵 ・ 飼 育 記録 に は , 1970 年 10 月 20 日 , 
長崎 県 南 松浦 郡 富 江 町 で 採集 され た 1 ? か ら 101 卵 を えて 飼育 し た 結果 , 母 典 と 同じ 台湾 型 (性 比 の 記 な し ) が 羽化 
し た と いう 報告 (江島 ・ 谷 本 ・ 河 本 , 9171) が あり, 1971 年 8 月 13 日 長崎 県 対馬 で 採集 され た 1 ? か ら $ 945 卵 が え 
られ て 飼育 が な され て いる が , その 結果 に つい て は 卵 か く 縦 条 数 の 変異 (白水 ・ 瀬 戸屋 , 1973) と 一 部 の 飼育 例 ( 長 
崎 昆 虫 同好 会 な ど , 1973) し か まだ 発表 され て いな い . 

この ほか , 前 述 の 筆者 ら の 飼育 記録 お よび 若干 の 未 発 表 資 料 , 台湾 に お ける 採集 記録 な どか ら , 台湾 型 は 斑紋 も 比 
較 的 安定 し て お り , 性 比 も ほぼ 1 : 1 で ある と いう こと が で きる . KEL, 日 本 に 飛来 し た ? が すでに 交尾 ずみ で あ 
っ だ か , あぁ あるいは 到着 後に 同じ く 飛 来 し た 8 (系 統 不明 ) と 交尾 し た か は 何と も いえ ず , 飼育 例 C (サキ シロ 型 ) の 
よう な 理解 に 苦し む 結 果 も 時 に は 生ずる と 考え た い . 

(2) フィ リピ ン 型 @ か ら え られ た 卵 は ふ化 率 が 悪く , 次 代 は ? だ け で ある . 

日 本 で を られ た フィ リピ ン 型 @ か ら の 採卵 ・ 飼 育 例 は , 1956 年 10 月 6 日 鹿児島 県 指 宿 郡山 川町 で を た 1 ? に 29 卵 を 
産ま せ た が 全 く ふ 化し な か っ た と い 5 記録 (福田 , 1957), 1961 年 7 月 22 日 鹿児島 県 種子 島 で 採集 され た 1 ? が 124 卵 
を 産み , ふ化 寸前 の 黒 化 まで し た も の も あっ た が ふ化 率 が 低く , けっ きょく 1 9 ( 型 不明 ) し か 羽化 し な か っ た と い 
う 記録 (山下 , 1916), 1969 年 9 月 21 日 長崎 県 対馬 で 採集 され た 1 ゞ から 45 卵 を えて 10 卵 が ぉ 化 , 羽化 し た の は 5 2 
で あっ た と いう 記録 (浦田 , 1970) が ある . 

フィ リピ ン 群 島 に お ける 本 種 の 飼育 例 は 報告 きれ て いな い が , 1973 年 4 一 9 月 に わた る 福田 の 調査 で は , 8 が か な 
DAV BRE, ほな と ん どる 8 がい ない だけ の よう な 地域 が あり , 後者 の よう な と ころ で は ぐに 産卵 させ て も ふ化 率 は 
0 と いう 3 例 が ある こと な ど が わか っ て いる . 
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以上 の よう に 卵 が ぉ ふ化 し な い 原 因 の 多く は 未 受精 卵 で も や る こと , つま り 出 発 地 か ら 未 交尾 個体 が 飛来 し , か つ , 到 
着 後 に も 交尾 し て いな い 例 が 多い た め と 思わ れる . 

未 受 精 卵 に よる 単 為 発生 は 今 の と ころ あり そう に な い の で , 全く 8⑧ の いな い 集 団 は , 出発 地 で あっ て る 到着 地 で あ 
っ て も る, 当然 絶 渋 する だ ろう . も ちろ ん , 少数 で も る が いる と , 1 9 あたり の 産卵 数 が 多い こと か ら , その 集団 は 何 
と か 維持 され る こと に な ろう. 

また , ば か り 和 羽化 する 原因 と し て , 8 に な る べき 受精 卵 が で き な い か , 発生 の 途中 で 死ん で し まう こと な と が 考 
えら れる が , 少な く と も 産み だ され た 卵 や それ か ら ふ 化し た 幼虫 に つい て は , まだ その よう な 現象 は 確認 され て いな 
い . EEL, 前 述 の と お り , 8 の 羽化 成功 率 な ど さ ら に くわ し く 調 べ る 必要 が ある . 

(3) フィ リピ ビン 型 9 か ら を られ た 次 代 の は フィ リピ ビン 型 だ け の 場合 と , 台湾 型 か ら 中 間 型 を あ へ て フィ リピ ビン 型 ま 
で の 変異 を 示す 場合 が ある . 

フィ リピ ビン 型 9 メ フィリピン 型 る の 交配 が 出発 地 ま た は 到着 地 で お こ な わ れる と , 次 代 は フィ リピ ン 型 の み を 生 ず 
る が , フィ リピ ン 型 ? x 台湾 型 る と いう 組み 合わ せ で は , 次 代 は 両 型 と その 中 間 型 が 生ずる の で は な か ろう か . これ 
は 見 よう に よっ て は , 両 型 が 1 : 1 に あら われ た と いう こと に も な ろ 2. 

われ われ の 飼育 例 は この 仮説 に ほぼ 合致 する し , 後 将 に 白斑 を 持つ フィ リピ ン 型 母 蝶 (写真 より 判定 ) か ら 人 台湾 型 
と いえ る よう な 4 と 中 間 型 の 】? が 羽化 し た と いう 浦田 (前 出 ) の 飼育 結果 も , この 年 に 長崎 県 下 で 8 の 採集 ・ 目 
撃 記録 が ある だ け に , 両 型 雑 交 の 結果 と 見 て も よい だ ろう 2. 

両 型 の 斑紋 上 の ちがい は , ひと くち に いえ ば 前 次 斜 白 帯 が , その 白斑 の 輪郭 や 大 き さ も さる こと な が ら , 青色 鱗 
で どれ だ け お お われ る か と いう 5 こと で ある . さら に 想像 を つけ 加え る と , この 青色 鱗 を 発現 させ る 遺伝 的 な 機構 は あ 
まり 複雑 で な く , 後 殖 表 中 央 部 の 白斑 を あら わす 遺伝 機構 と は 別に 働い て いる も の と 推察 され る . 

な お , 赤 斑 型 ? か ら の 飼育 例 (久保 , 1963) で は , 次 代 に 赤玉 を も ぉ つ * し か 羽化 し て いな く て , その 赤玉 の 大 き さ 
こ は か な り の 変異 が ある よう で ある . 

(4 ) 1966 年 母 蝶 が 採集 され た 宮崎 市 で は 野外 の サッ マイ モ へ の 産卵 が 認め られ , それ か ら の 飼育 個体 $ 羽 化し て 
いる が , 次 代 と 思わ れる 成虫 は 全く 発見 され な か っ た . 

今 ま で に 自然 状態 で 本 種 の 子孫 が 発生 し た と 思わ れる 例 は , 1961 年 7 一 9 月 , 奄美 大 島 (福田 ・ 田 中 , 1962), 1970 
年 7 11 月 , 長崎 市 と 同 県 福江 島 (江島 ほか , 1973), 1971 年 6 一 11 月, 長崎 県 福江 島 (江島 ほか , 1973) が あり, い 
ずれ $ る 人 台湾 型 で ある 点 が 注目 され る . も っ と も る , 1971 年 長崎 県 下 で は 台湾 型 母 冊 か ら 台 湾 型 の ほな か フィ リピ ン 型 に 近 
いも の が 生じ た と いう こと で ある が , フィ リピ ン 型 の 発生 記録 は 今 の と ころ 見 当たら な い . 














摘 要 


1. 1966 年 8 H24H~9 月 10 日 , 迷 虹 と し て 宮崎 市 で 採集 され た リュ ッッ キュッ ムラ サキ の 台湾 型 お よび フィ リピ ビ ピン 
型 @ よ り 卵 を を えて, サツマ イモ で 飼育 し た . 

2. 台湾 型 % か ら の 次 代 は 68 : ? が ほぼ 1 : 1 に あら われ , の 斑紋 は 台湾 型 の 場合 (1 例 ) と フィ リピ ン 型 に 近 
い 個 体 か ら 台 湾 型 の も ゎ の まで 変異 を 示す 場合 (1 例 ) が あっ た が , ほか の 飼育 例 な どか ら , 一 般 に は 前 者 の 場合 が 多 
いと 思わ れる . 

3. フィ リピ ン 型 e 3 頭 が 産ん だ 卵 は 全く ぉ ふ化 し な か っ た が , これ は 未 受精 卵 の た め と 思わ れる . Ek, 同型 * 4 
頭 か ら え られ た 卵 は ふ化 し た が , 次 代 は すべ て で $ は 全く 生じ な か っ た . その 原因 は よく わか ら な い . これ ら 2 点 
こつ いて は , 日 本 で 採集 さき れる ほか の フィ リピ ン 型 % も 同じ よう な 傾向 を 示す . 

4 。 フィ リピ ン 型 @ か ら え られ た 次 代 の @ は , フィ リピ ン 型 だ け の 場合 (3 例 ) と , 台湾 型 か ら 中 間 型 を へ て フィ 
リピ ン 型 まで の 変異 を 示す 場合 (1 例 ) が ある が , 後者 は 台湾 型 さ と の 交雑 の 結果 で は な いか と 推定 され る . 

5. 1966 年 宮崎 市 で は 野外 の サツマ イモ で 卵 が 発見 され , その 含 育 個体 も 羽化 し た が , 自然 状態 で の 次 代 の 発生 は 
認め られ な か っ た . 





参 考 x 献 


Corbet, A. S. & Pendlebury, H. M. (1956) The butterflies of the Malay Peninsula, 2nd ed., Oliver and 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


32 kE Lik TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap. ) Vol. 27, No. 1 1976 





Boyd, Edinburgh. 
江島 正 郎 ・ 松 本 績 士 ・ 守 家 泰 一 郎 (1970) 1969 年 長崎 県 の 迷 蝶 . 昆虫 と 自然 , 5(5) : 9 一 10. 
江島 正 郎 ・ 谷 本 滋 ・ 河 本 好弘 (1971) Hypolimnas 属 2 種 の 卵 縦 条 の 変異 . 昆虫 と 自然 , 6(6) : 7. 
江島 正 郎 ほ か (1973) 長崎 県 の 蝶 . 長崎 県 生物 学会 ・ 長 崎 県 昆虫 同好 会 , 長崎 . 
藤岡 知夫 (1972) 図説 日 本 の 蝶 . ニュ ー サ イエ ンス 社 , 東京 . 
福田 晴夫 (1957) リュ ウゥ キュッ ムラ サキ の 採集 と 採卵 の 記録 . 新 昆 虫 , 10(7) : 50. 
福田 晴夫 (1971) 日 本 に 南方 か ら 飛 来 す る 蝶 類 . 日 本 鱗 次 学 会 特別 報告 , (5 ) : 29 一 72. 
福田 晴夫 (1974) チョ ッ の 履歴 書 . 誠 文 堂 新光 社 , 東京 . 
福田 晴夫 ・ 田 中 洋 (1962) 鹿児島 県 の 蝶 類 . 鹿児島 昆虫 同好 会 , 鹿児島 . 
福田 晴夫 ・ 田 中 洋 ・ 吉 川 正 一 (1967) 1966 年 九州 南部 で と れ た 迷 蝶 と り ょ ウ キュ ウッ ムラ サキ の 餅 育 記録 . 日 本 昆虫 

学会 創立 50 周 年 記念 大 会 (27 回 大 会 : 東京 ) 講演 要旨 p.24. 
福田 晴夫 ほか (1972) 原色 日 本 昆虫 生態 図鑑 (チョ ッ 編 ). 保育 社 , 大 阪 . 
原田 賢 文 (1972) 対馬 に お ける 迷 蝶 2 種 の 記録 . 昆虫 と 自然 , 7 (3) : 29. 
久保 邦 照 (1963) リュ ッ キ ュ ッ ムラ サキ の 飼育 に つい て ., SATSUMA, 11 (4 ) : 5 一 9. 
守家 泰一郎 (1974) カワ カミ シロ チュッ を 採集 . 月 刊 む し , (35): 37, 
内 藤 考 道 (1971) 大 隅 産 リ ュ ウ キュ ウッ ムラ サキ の 飼育 . SATSUMA, 19 (58) : 87 一 90. 
中 尾 景 吉 (1967) リュ ウッ キュ ウム ラサ キ の 層 卵 と 失敗 . タテ ハモ ドキ , (2) : 19. 
中 尾 景 吉 (1967) 1966 年 の 宮崎 市 周辺 に お ける 迷 蝶 記録 . タテ ハモ ドキ , (2) : 21 一 22. 
中 尾 景 吉 (1967) リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ の 産卵 状態 と 飼育 経過 . タテ ハモ ドキ , (2) : 37. 
Owen, D. F. (1971) Tropical Butterflies. Clarendon, Oxford. 
白水 (1960) 原色 台湾 虐 類 大 図鑑 . 保育 社 , 大 阪 . 
白水 隆 (1965) 原色 図鑑 日 本 の 蝶 . 北 隆 館 , 東京 . 
白水 隆 ・ 瀬 戸屋 耕二 (1973) リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ 卵 縦 条 数 の 変異 . 蝶 と 峨 , 23 (2 ) : 51 一 53. 
高 紋 昭 ・ 田 中 著 ・ 若 林 守 男 (1973) BERORI. 保育 社 , 大 阪 . 
田中 洋 (1967) リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ の 採集 と 産卵 行動 の 記録 . タテ ハモ ドキ , (2): 20. 
田中 HE (1967) リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ 7 過 に な る . タテ ハモ ドキ , (2): 20. 
浦田 明夫 (1966) 九州 の 迷 蝶 , 長崎 県 COR). くろ せせり ,(3 ) : 12. 
浦田 明夫 (1970) リュ ッ キ ュ ウ ツムラ サキ の 飼育 と 観察 . 昆虫 と 自然 , (5)5 : 7-8, 
山下 秋 厚 (1961) リュ ッ キ ュ ウ ムラ サキ の 飼育 . SATSUMA, 10 (3) : 25 一 26. 
吉川 正 一 (1969) 1966 年 の リュ ツウ キュ ウッ ムラ サキ の 採集 記録 . タテ ハモ ドキ を キ , (4): 37 一 39 














Summary 


Hypolimnas bolina is widely distributed in the tropical Asia. Not a few specimens have been 
recorded in Japan as one of the migratory butterflies. However, their progeny is unable to survive 
the winter there, although they may breed temporarily during the favourable summer in some year. 
The females are much more captured than the males, and are classified into the following four 
forms, each having its own distributional range which does not overlap each other: 


1. Philippine form (subsp. philippensis Butler) —— Over 50 specimens are recorded in Japan. 

2. Formosan form (subsp. kezia Butler) --— Over 50 specimens including butterflies produced 
from some immigrants are recorded in Japan. 

3. Red spotted form (subsp. bolina Linnaeus or palauensis Fruhstorfer)——- Over 20 specimens 
have been recorded in Japan since 1957. 

4, Continental form (subsp. incommoda Butler) 一 一 Only 5 specimens are recorded in Japan. 
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It was noteworthy that three forms, Philippine, Formosan and Continental, were collected 
together during such a short period as 18 days from Aug. 24 to Sept. 10, 1966, in Miyazaki, south- 
eastern part of KyQsha. An investigation on the air-currents in the year 1966 suggests that the 
butterflies in question were conveyed up by the Typhoon 12 in the South-China Sea and successively 
transported into the Typhoon 15 which landed at Miyazaki-city on August 23, 1966. 

The present account is given on the rearing records of the offspring from the females captured 
in Miyazaki at that time, with the results summarized as follows: 

1. Eggs obtained from Formosan form (e. g. No. A in Table 2) were hatched in a very high 
percentage and were produced the offspring with 1:1 ratio of males to females which have the same 
maternal phenotype. Similar results are also obtained on Formosan form collected at the other place 
in Japan (unpublished). Some females, however, (e.g, No. C in Table 2) exceptionally produced Fi 
offspring whose phenotype varied from intermediate between Formosan and Philippine forms to 
Formosan one. 

2. The hatchabilities of larvae from 4 broods of Philippine form varied from 37 to 100%, while no 
larvae from other 3 broods of the form hatched at all. Similar data are also known on Philippine 
form collected in Japan. Although there is no detailed information, it is assumed that sterility of 
the eggs is due to scarcity of the males in the Philippines, the exodus site of the form concerned. 

3. The offspring produced from 3 females of Philippine form were exclusively females closely 
resembling their mothers. The remaining one brood, however, produced offspring whose phenotype - 
varied from Philippine to Formosan form, including intermediate of them; the parental mating 
occurred possibly between Q Philippine form and 6 Formosan one at the place where they reached. 

4. In Miyazaki-city, a few eggs were found on the leaves of sweet potato, Ipomoea edulis, in 
the field, but no F; butterflies developed in situ at all. 





A NEW SUBSPECIES OF EVERES ARGIADES PALLAS 
FROM FORMOSA (LEPIDOPTERA : LYCAENIDAE) 


TETSUO MIYASHITA” and YOSHINOBU UEMURA? 


D 11-1-715, Higashijujo 3 chome, Kita-ku, TOKYO, 114 
2) c/o Mr. Atsumi, 14-14, Tsurumaki 5 chome, Setagaya-ku, TOKYO, 154 


The discovery of Everes argiades (Pallas), a well-known Lycaenid butterfly, in Formosa was 
utterly unexpected. We studied more materials of the species collected from various areas, and 
describe a new subspecies from Formosa. 


Everes argiades seidakkadaya subsp. nov. 


This subspecies can be distinguishable from the nominate one from Europe and subsp. kellotia 
from the Far East in the following points. 

Male. Upperside forewing: the dark brown marginal border is broder. Upperside hindwing: 
the dark brown area along costal margin is usually larger ; antemarginal spots are rounded, usually 
very prominent and sometimes present also in spaces 4-5. Female. Upperside hindwing: the blue 
area always covers the base of the spaces la, 1b, 2,3,4, and 5, clearly indicating the antemarginal 
spots in it, while in the nominate subsp. and subsp. hellotia the blue area entirely absent. In the 
summer and spring forms this blue area appears only in submarginal area. 

From subsp. indica the new subsp. is easily distinguishable by the greyish white ground colour 
of the underside. 
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